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 豊橋創造大学短期大学部幼児教育・保育
科の「青い空コンサート」は，同科が総力
を挙げ，地域の方々や子供たちを対象に開
催するもので，学生にとっては，2年間の
学生生活における最大のイベントと言って
も過言ではない．そのプログラムの中の音
楽部門に「器楽アンサンブル」が取り入れ
られており，実践を行っている．この記録
は，昨年度の「青い空コンサート」におけ
る「器楽アンサンブル」の指導を行ったと
きの（約半年間7月頃より12月初旬）内
容を記録報告するものである．
1．アンサンブル演奏指導の意義
 「アンサンブル演奏」は個人の演奏レベ
ルや経験のみで完成するものではない．そ
れは，練習の繰り返しと共に，仲間とのコ
ミュニケーションを深めることによって完
成される作品である．このアンサンブル演
奏を通しての学習は，音楽実技の向上をは
じめ，人との協調性，作品全体を仕上げる
バランス感覚など，音楽を通して様々な能
力や関心を高める．またこの指導は，将来
幼稚園教諭及び保育士として，演奏技術の
差の大きい園児たちに，合奏等の指導をしていく際に必要不可欠な経験を積ませるこ
ととなり，将来の指導者としての資質向上
につながるものと期待する．
2．グループ編成の方法
1） アンサンブルに参加したい学生はオー
ディションを受けることとした．
（受験者10名，結果全員合格）
 ＊ ここでのオーディションの目的は，意
欲を確認すると共に，「青い空コン
サート」の一部分を担当することに対
する責任感などを高めることである．
2） 楽器の特徴や友人関係などを考慮し，
A・B・C3つのグループに分けた．
 グループA… エレクトーン1名，ピアノ
1名
 グループB… アルトサックス1名，クラ
リネット1名，オカリナ1
名，ピアノ1名
 グループC…エレクトーン1名，ベース
ギター 1名，ピアノ1名，
ドラム1名
3．選曲，編曲
1）選曲（コンサートの対象年齢は5～6
歳である．）
 曲目は各グループで話し合い，全て学生
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 グループA… 「ディズニィー」より，6
曲からなるメドレー
 グループB… 「千と千尋の神隠し」より，
「いつも何度でも」
 グループC… 「ジプリメドレー」より，5
曲からなるメドレー
（2） 編　　曲
 第一段階では，楽譜選びパート分け等全
て学生自身で作成した．それをベースとし
個人練習，アンサンブル練習を行う都度，
教員のアドバイスと学生同士の意見の交換
によって書き換え作り上げていくこととし
た．
（3） 指導上の留意点
 学生たちの曲目選びは上記の通り時代に
沿ったものであり，教員が選曲する場合と
比べ，より一層聴く側の幼児に近い感覚で
選曲されている．このフレッシュな感性を
尊重し，教員の指導による曲目変更をしな
かった．つまりここでは，通常学生たちの
音楽の授業の大半をしめているクラッシッ
クの技法や，そこで積み重ねてきた表現法
を十分に活用し，同時に学生の感性を失わ
ず，聴衆にとってよりよいものとなるよう
導いていくことが，教員に指導上求められ
る最も重要な部分と考える．
4．授業時間割について
 今回の場合「アンサンブル演奏」の企画
の形が変わったことと，人選がオーディ
ション方式であったことなどから，10人
という小人数で編成した．そのため正規の
授業として組むことが出来ず，全て課外
（補講形式）で行うということとなった．
授業数はコンサートまでに3グループで合計約20コマ，早朝，昼休み，授業後をフ
ルに活用し，学生も教員も許される時間の
ぎりぎりというところで練習を開始した．
5．練習の経過
・第一段階（9月頃まで）
グループA …非常に仲の良いペアーで
あったためか，大変良好な始まりであっ
た．
〈指導のポイント〉
 性格の大変に似通った2人であるため
単調にならぬようピアノの音色などにア
ドバイスを行った．この場合いくつかの
サンプルを教員が演奏し，本人たちが納
得できる音色，表現法を選択させた．
グループB …楽器の種類が多いことと，
お互いが打ち解けておらず他人事といった
感じが見受けられた．
〈指導のポイント〉
 楽器の種類が様々であるので，それぞ
れの楽器の特徴が皆に理解できるよう各
自の演奏を鑑賞させた．早く「他人事的
感覚」から脱出できるようそれぞれの楽
器にできるだけ均等に主旋律があるよう
に，編曲にも充分配慮した．
グループC …男子学生が入ったグループ
なので，曲作りにはダイナミックさが感じ
られたが，人間関係に多少の違和感があっ
た．
〈指導のポイント〉
 個性が強いグループであるので，協調
性に対して配慮した．まず教員ができる
だけそれぞれの学生とコミュニケーショ
ンを取り，各楽器の価値を強調し仲間同
士で認め合えるよう方向付けることが大
切であると考え，指導した．
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グループA …おとなしい性格からか，表
現力が乏しい．練習はまじめで，工夫もみ
られ編曲もほぼ完成した．
〈指導のポイント〉
 自分たちが何を表現したいのかが，具
体的に定まっておらず，楽譜通りに演奏
することの価値観にとどまっていた．そ
こで次のようなイメージ学習を用いて演
奏のスタイルを研究した．
＊イメージ学習1）
 達成したい目的及び状態をイメージし，
実現できる状態までの過程から最終目的ま
でをイメージで学習する．
 （例）
・悲しい感じのメロディー部分が思い通
り演奏できている様子をイメージす
る．
・激しいリズムのフレーズを華やかに演
奏している自分をイメージする．
―具体的指導―
自分の表現したい感情を具体的に思い浮か
べ，イメージする．（ex．悲しい→泣いて
いる自分をイメージ）
楽器を用いて思い通りの演奏をする自分を
イメージする．
実演する
うまくいかない部分に対しては，場面をよ
り細かく取り上げ，その部分に対しての演
奏に成功する自分をイメージする．
（再度）
実演する01） 井中あけみ「近代ピアノ奏法理論の歴史的考察」―
  （修士論文）〈結章…イメ－ジによるピアノ学習〉よ 以上のようなイメージトレーニングは，
イメージと実行動との繰り返しのトレーニ
ングを，各部分及び全体の仕上がりにおい
て何度も行い，よりよい自分の求める演奏
に近づこうとするものである．またこのよ
うな練習方法は，プロの演奏家のような効
果的な技術の鍛錬の方法を熟知していない
ものにとっては，大変意味のある訓練の方
法と考える．これらのイメージ学習は一度
に習得出来るものではなく，実技指導を行
う際に常にトレーニングとして練習を重ね
る必要がある．また指導者と学生の信頼の
もとに行える学習方法の1つとも言うこと
が出来る．
グループB …それぞれの役割に対しての
自信と責任の意思が徐々にみられるように
なった．各自の練習の成果も感じられた．
〈指導のポイント〉
 実際に吹いて音を出すと言う楽器の性
格上，息継ぎや呼吸の仕方が非常に重要
なポイントとなることなどを，実際に演
奏していく過程で徐々に指摘した．3グ
ループのなかで唯一複雑なリズムのない
単純なメロディーの3重奏の作品である
ため，“ずれ” というものが起こらない
ように互いのメロディーを聴き合った
り，それぞれの練習を聴き合いながら互
いの距離を縮めるよう方向付けた．つま
りここでのねらいは，同じメロディーを
それぞれ異った楽器でソロ演奏したり，
重奏したりして1つの作品を完成する，
という一体感を味わわせることである．
グループC …技術・表現ともにレベル
アップしており，それぞれの本番への意識
も高まりつつあると思っていたが，やはり心理奏法理論を中心として―
り参照
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〈第1段階から懸念されていた人間関係での
トラブルが表面化し，事態は解散というと
ころまで来ていた．
指導のポイント〉
 人間関係のトラブルの解決を優先し，
教員の主導ではなく，彼らに解決させる
ようにすると共に，アフターケアーを中
心に個別の面談的指導を取ることとし
た．
参考〉今回の事例について
 1人の男子学生が他の3人（男子学生
1人を含む）とグループ結成の時からな
じむことが出来なかった．それぞれ違う
楽器であるので，なんとか乗り越えられ
るのではないかと期待していたが，予想
に反し，全員が互いに不信感を抱く所ま
でとなってしまった．結果リーダーが継
続不可能を申し出た．
 対処法として，このような感情面での
トラブルは多かれ少なかれ必ず起こりえ
る問題であることを認識したうえで，今
回の場合教員同伴で全員の話し合いを即
座に持ち，それぞれの意見を述べた．
 話し合いは喧嘩同然の発言へとなって
いったが，話を十分聞くという態勢を
とった．その後教員は，1人1人の価値
を大切に考えていることを述べた上で，
改めてアンサンブルの意義や，その必要
条件などについて話した．またこの際の
学生たちの不満や感情の細かい表現は，
その後の精神状態の変化に対応するのに
重要な情報となるので，充分注意して観
察する必要があった．
 2日間の冷却期間を持った後，リー
ダー中心の学生のみによる話し合いを
持った．結果として，1名の男子学生が
活動を断念するという形になった．学生一人一人が，納得しての結果ではない
が，本番間近のあせりを持った全員の決
断であったと推測される．
 ここで，アフターケアーが必要とな
る．まず参加を断念した1男子学生につ
いて個別指導を行った．実際には，彼に
面会を求めようとする前に，彼自身から
報告があり，「自分自身としては最後ま
で参加したかったが，頑張りきれなくて
申し訳ない」という内容のものであっ
た．また，「4階から飛び降りてやろう
と思った」とも告白しており，長い間抱
えてきたストレスのようすを表現してい
た．ここではひたすら「聞く」ことに集
中し，彼の努力や気持ちに，繰り返しう
なずいた．さらに今後社会での活躍にそ
の経験が役立つよう期待して，この場の
面会は終了した．
 学生たちの話し合いは，大変緊迫した
状態で行われた．原因としては1男子学
生であるが，それだけには留まらず個々
の学生の気持ちが乱れ，やる気をなくさ
せるという段階に来ていた．
 結果その1男子学生だけではない，全
員の学生それぞれのケアー的な指導が必
要であり，その指導の中では一人一人の
価値観を認め，彼らの努力を高く評価し
ていることを具体的に提示し表現した．
また今回の問題を1対3の問題とせず，
全員の価値観の違いとして問題提起した
リーダーの行動は見逃してはならないポ
イントであり，教員自身大変参考となる
ものであった．
・第3段階（12月初旬まで）
① 〈すべてのグループの仕上がりについて〉
 最終調整は順調に行われ各学生とも自覚
74 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第21号 75〈指導記録〉「青い空コンサ－ト」アンサンブル演奏の指導についての報告（井中）
〈が表れ，本番前にふさわしい緊張感が高
まっており，技術的な進歩もみられるよう
になった．このような音楽的レベルの向上
は，互いに協調性を大切にすることより育
まれたものと言っても過言ではない．いわ
ゆる「音楽」のコミュニケーションが可能
になったこととなる．また全体像が確立さ
れていくと同時に「自分」というものの役
目もはっきりと認識できるようになった．
②〈演奏についてのディスカッション〉
 3つのグループの演奏について，全員の
学生でディスカッションを行った．演奏者
側と聴衆者側の両サイドに別れ，それぞれ
が意見を出し合い，何度もより良い演奏を
めざして語り合った．自分たちのグループ
だけでなく各グループそれぞれが刺激とな
りより一層大きな一体感が出来上がって
いったように感じられた．
指導のポイント〉
 学生たちの意見交換は非常に価値のあ
るものとして考え，このような試みに対
して間違った意見や方向性があっても，
すぐ否定する形はとらず，納得のいく比
較などを十分に行い討論のなかでより自
分たちにふさわしいものを選択させて
いった．
6．リハーサル・本番を迎えて
 以上のような過程を経て本番に挑んだわ
けであるが，リハーサルでは大勢の聴衆が
あったこともあり心地よい緊張感を持って
最後の調整を行うことができた．音量のバ
ランス，舞台の立つ位置，照明を受けての
自分たちの表情など，今までにさほどこだ
わったことのない世界を経験したことは，
演奏を行うことにさらにプラスになっていったように感じられた．また少人数アン
サンブルということからも，それぞれの責
任の度合いは大変はっきりしており，「そ
の他大勢」的な行動が全く見られなかった
ことなども非常に心地よい印象のもので
あった．
7．結果と成果
 A・B・Cグループそれぞれが，まとまっ
た演奏ができ，個人をもしっかり表現でき
ており大変好感の持てる演奏態度であっ
た．勿論，音楽大学の学生に求められるよ
うな高い技術や音楽性などと，同じレベル
で評価することはできないが，時間をかけ
てその目標にお互いに協力しながら歩んで
きた成果は十分に満たされるものであった
と考えている．
 また途中でアンサンブル出演を断念した
学生についても，大変残念ではあったが，
コンサートの準備中や本番中，自ら出演者
の手伝いを行っていた．その後出演者たち
の記念撮影の際には，出演者のリーダーが
断念した学生を引き入れて全員で撮影をす
るという光景がみられた．さらにその写真
は（断念した学生を含んだ）額に飾られ教
員に送られてきたのである．
 結果としては1人が出演しないという失
敗の要素も認めなければならないが，失敗
の部分からしか学べなかった人間関係の難
しさは，思いやりや，人それぞれの価値観
を理解しようとする気持ちを，徐々に育ん
でいたことが感じられた．現場教育におい
ても，今回のようなアンサンブル演奏経験
を生かし，よりよい幼児教育が円滑に行え
ることを望む次第である．
 このアンサンブル活動は，ピアノ演習と
76 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第21号 77〈指導記録〉「青い空コンサ－ト」アンサンブル演奏の指導についての報告（井中）
（いったタイプのものとは違い，人の活動や
様子を見ながら 自分自身の学習を行うと
いうものである．その意味から考えると，
同調や比較，意見の交換など人とのコミュ
ニケーションにポイントを置いて活動を
行ったことは，音楽的表現や演奏技術の向
上に確実に効果をもたらしたと考えてい
る．
学生感想文より）
 ―技術編―
・ 鍵盤楽器とそうではない楽器の音量のバ
ランス調節が難しかった．
・ 楽器によって呼吸や息継ぎの仕方が違う
ので，合わせることに時間がかかった．
・ 全員の呼吸が同じでないと演奏に納得が
いかなかった．
 ―精神面編―
・ 一人一人の個性を生かしながら演奏する
のはお互いを認め合うことからだと思っ
た．
・ 自分が責任をもって練習を行うことは最
小限のマナーであるという意味が理解で
きた．
・ 個人のピアノ練習では自信がないけれ
ど，アンサンブルは練習の意欲が湧い
た．
・ 人前で演奏することは，とても抵抗が
あったけれど，みんなと作り上げてきた
ことで頑張ることができた．
・ みんなのすごい真剣さに “鳥肌” がたっ
た．
・ 何事にも自信のない自分が確かめたくて
アンサンブルに挑戦した．結果自分の力
が出し切れた気がする．
等　　
このように，ここで行ったアンサンブル演習・実践は幼児教育者を目指す者にとっ
て，現場で応用できる貴重な経験の1つで
あると考える．“お遊戯会” “鼓笛隊” 等
多々の催しごとで，音楽を含んだ幼児たち
への指導は，大変重要なまたやりがいのあ
る仕事である．そしてそれは幼児1人1人
に目を向けることや，全体のバランスを配
慮することなど総合的な指導力を必要とす
る．その意味においてもこのアンサンブル
演奏活動で得た経験は現場で応用できる価
値のあるものと言えよう．
8．ま と め
 今回のアンサンブル演奏に参加した学生
は，吹奏楽部などの合奏の経験者は2名の
みであった．
 初めの段階ではこの数字から考えると，
不安が予想されるのも仕方のないことであ
ろう．しかしアンサンブルは，個人的に実
技レベルを向上させることのみで行えるも
のではない．むしろ人との協調性やコミュ
ニケーションを大切に保っていくことの中
から自分自身の個性が自覚でき，実技的に
も向上が見られるものであるといえよう．
今回は，経験者も未経験者も創作，演奏，
コンビネーションなどの部分で，それぞれ
が互いに助け合い，高め合い，それぞれの
学生がレベルのアップにつながるよう努力
できたと感じられた．日頃のピアノ実技レ
ベルなどから学生自身の音楽能力を決め付
けることではなく，アンサンブルの場だか
ら発揮できる学生がいることを改めて把握
しなければならない．つまり我々指導者は
音楽専門家を育てていくことではなく，幼
児教育者を育てなければいけないことをも
う一度再認識する必要がなかろうかと教員
76 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第21号 77〈指導記録〉「青い空コンサ－ト」アンサンブル演奏の指導についての報告（井中）自身考えた．また人間関係においてのトラ
ブルは当然予想されていたものの，想像以
上にその細やかな配慮と注意力を持ってそ
の指導を行わなければならないことは今後
見逃してはならない重要なポイントの1つ
と言えよう．また教員自身研究を続けてい
かなければならない，課題の1つとなっ
た．そのことからも今回のアンサンブル演
奏活動は発見と再確認があったイベントで
あり，今後のこのような形の指導方法が学
生たちにどのような影響を及ぼすのか，興
味深く調査を続けていきたい．
9．15年度に向けての指導
 15年度のアンサンブル活動はすでに始
まっている．人数が14年度の2倍で20人
という数となった．人数が多いことは，各
学生の要求にいかに対応していくかが問題
点となるはずである．そこでこの20人に
対してはアンケートを行っており，今後の
個人面接などを含めて，どのような指導が
適切であるか検討しながら，活動をスター
トしている．
